
山
口
県
萩
市
玉
江
浦
の
遠
洋
漁
業
に
お
い
て
は
、
漁
獲
物
を
換
金
し
て
分
配
す
る
際
、
若
手
乗
組
員
に
対
し
て
、
個
人
の
配
当
に
加
え
て
カ

ン
ダ
ラ
と
い
う
特
別
給
付
を
行
な
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
既
に
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
こ
の
カ
ン
ダ
ラ
は
、
報
奨
的
な
意
味
を
持
っ
て
、
遠
洋

漁
業
の
発
展
を
労
働
力
確
保
と
い
う
点
か
ら
支
え
た
重
要
な
経
済
行
為
で
あ
っ
た
［
中
野
一
九
九
九
］
。
だ
が
、
こ
の
給
付
は
そ
の
乗
組
員
の
親

に
は
秘
密
の
「
内
証
金
」
と
称
さ
れ
て
い
た
。

「
内
証
金
」
に
関
す
る
問
題
は
、
従
来
、
農
村
や
山
村
に
お
け
る
シ
ン
ガ
イ
、
ホ
マ
チ
な
ど
の
慣
行
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
柳

田
国
男
に
よ
れ
ば
、
傍
系
家
族
員
が
新
た
に
作
り
上
げ
た
公
認
の
耕
作
地
に
始
ま
り
、
そ
の
後
「
小
遣
銭
」
の
必
要
な
時
代
と
な
っ
て
、
家
長

へ
秘
し
た
「
私
財
」
を
形
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
さ
れ
、
大
家
族
制
の
解
体
に
伴
っ
た
現
象
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
［
柳
田
一
九
六
九
（
一

九
四
六
盲
二
六
七
‐
八
、
二
八
四
、
三
四
六
‐
七
］
・

中
込
睦
子
は
、
こ
の
柳
田
の
、
あ
ら
ゆ
る
「
私
財
を
直
線
的
な
系
列
に
置
き
換
え
よ
う
」
と
す
る
視
角
自
体
に
無
理
が
あ
る
と
批
判
し
、
「
私

論
説「

内
証
金
」
考

｜
は
じ
め
に
ｌ
問
題
の
所
在
Ｉ

Ｉ
山
口
県
玉
江
浦
に
お
け
る
若
者
と
家
の
拮
抗
関
係
Ｉ

中
野
泰
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財
」
の
問
題
を
検
討
し
た
［
中
込
一
九
九
三
。
ま
ず
、
「
私
財
」
の
性
質
と
「
取
得
の
形
態
」
に
着
目
し
、
前
者
を
「
消
費
財
型
」
「
生
産
財
型
」

（
１
）

と
に
分
け
、
後
者
が
「
家
産
・
家
業
・
家
計
」
の
枠
外
で
行
な
わ
れ
る
と
し
、
そ
れ
を
三
つ
の
形
態
に
分
類
す
る
。
こ
の
分
類
に
よ
り
、
「
私
財
」

の
「
私
」
性
を
確
保
す
る
も
の
が
、
一
方
で
、
衣
類
、
箸
、
枕
、
箱
な
ど
の
日
用
品
そ
の
も
の
の
性
質
に
、
他
方
で
、
嫁
入
り
道
具
な
ど
の
持

参
財
の
よ
う
に
、
「
嫁
と
し
て
の
働
き
如
何
と
は
無
関
係
に
婚
家
の
外
部
」
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
と
い
う
［
中
込
一
九
九

一
言
八
○
‐
八
四
］
。
ま
た
、
日
用
品
の
「
私
」
性
は
、
そ
の
も
の
（
衣
類
、
箸
）
と
持
ち
主
の
間
に
「
霊
的
な
つ
な
が
り
」
が
あ
る
こ
と
や
、
そ
の

（
２
）

も
の
（
箱
、
篭
）
が
他
人
へ
対
し
て
個
人
の
「
秘
め
ら
れ
た
空
間
を
作
り
出
す
」
こ
と
に
由
来
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
中
込
の
「
私
財
」

の
分
類
は
、
そ
れ
が
「
私
」
性
を
確
保
さ
れ
る
点
を
、
財
の
性
質
と
「
取
得
の
形
態
」
に
焦
点
を
当
て
て
追
求
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
試

み
は
、
「
家
族
史
」
再
構
成
の
観
点
を
相
対
化
し
、
か
つ
、
「
私
財
」
の
多
様
な
あ
り
方
を
整
理
し
た
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
３
）

し
か
し
、
「
私
財
」
の
「
私
」
性
を
析
出
す
る
手
続
き
は
、
上
記
の
二
つ
の
指
標
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
点
で
単
純
に
過
ぎ
た
と
思
わ
れ
る
。

例
え
ば
、
本
稿
で
検
討
す
る
玉
江
浦
の
「
内
証
金
」
の
場
合
、
そ
の
取
得
の
あ
り
方
は
、
上
記
の
分
類
の
い
ず
れ
に
も
当
て
は
め
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
ま
た
、
そ
の
実
際
の
使
途
は
ア
ソ
ビ
ヘ
と
消
費
す
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
「
内
証
金
」
は
、
先
の
図
式
の
よ
う
に
日
用
品
を
購
入
せ

ず
と
も
、
「
私
」
性
が
確
保
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
確
保
に
お
い
て
重
要
な
の
は
漁
業
組
織
で
あ
り
、
そ
れ
を
ア
ソ
ピ
に
消
費
す
る
こ
と

自
体
を
若
者
が
求
め
て
い
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
収
益
を
収
得
す
る
人
物
の
家
族
成
員
と
し
て
の
性
格
も
無
視
で
き
な
い
の

で
あ
る
。
「
私
財
」
の
問
題
は
、
家
族
に
お
け
る
誰
の
「
私
財
」
が
、
ど
の
よ
う
な
社
会
関
係
で
確
保
さ
れ
、
い
か
な
る
意
味
で
求
め
ら
れ
て
い

た
の
か
と
い
う
面
か
ら
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

本
稿
は
、
以
上
の
問
題
意
識
か
ら
、
玉
江
浦
の
カ
ン
ダ
ラ
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
親
に
対
す
る
内
証
で
あ
っ
た
か
を
探
り
、
若
者
に
と
っ
て

（
４
）

「
内
証
金
」
が
い
か
な
る
意
味
で
魅
力
的
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
解
明
す
る
。
以
下
、
原
則
と
し
て
、
筆
者
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
得
ら
れ

た
資
料
を
も
と
に
、
第
二
次
大
戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
の
慣
行
を
再
構
成
し
て
論
じ
て
行
く
こ
と
と
す
る
。
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（
｜
）
漁
業
組
織

山
口
県
の
日
本
海
側
は
響
灘
と
北
浦
に
二
分
さ
れ
る
。
こ
の
北
浦
の
漁
港
の
一
つ
で
あ
る
萩
は
、
長
州
藩
々
主
の
居
住
し
た
萩
城
の
あ
っ
た

港
町
で
あ
る
。
玉
江
浦
は
、
こ
の
萩
城
の
対
岸
に
位
置
し
、
遠
洋
漁
業
の
基
地
と
し
て
、
ま
た
、
若
者
を
宿
泊
し
て
漁
業
の
修
得
を
さ
せ
る
青

年
宿
の
あ
っ
た
漁
村
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
（
七
八
六
世
帯
・
人
口
二
三
七
四
人
（
一
九
九
八
年
一
月
萩
市
統
計
、
倉
江
を
含
む
）
）
。

近
世
中
期
、
玉
江
浦
で
は
、
大
敷
網
や
磯
物
採
取
を
中
心
と
し
た
沿
岸
漁
業
を
行
な
っ
て
い
た
。
明
治
中
期
に
は
既
に
遠
洋
漁
業
の
漁
村
と

し
て
知
ら
れ
、
大
正
、
昭
和
と
漁
船
の
動
力
化
が
進
む
と
、
漁
場
を
朝
鮮
半
島
近
海
か
ら
東
海
（
東
シ
ナ
海
）
へ
と
広
げ
、
操
業
は
、
最
寄
り
の

港
（
釜
山
や
下
関
、
後
、
博
多
や
長
崎
等
）
を
基
地
と
し
た
長
期
に
一
旦
る
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
遠
洋
漁
業
は
持
続
的
に
成
長
し
、
明
治
末
期
か

ら
大
正
期
、
及
び
戦
後
か
ら
昭
和
五
○
年
代
に
か
け
て
は
、
顕
著
な
伸
び
を
見
せ
て
い
た
。

漁
師
を
志
す
男
子
は
、
義
務
教
育
が
終
了
す
る
と
青
年
宿
に
所
属
す
る
（
約
一
五
～
二
五
歳
頃
ま
で
）
。
宿
は
、
地
域
毎
（
四
つ
の
組
）
の
独
立

建
造
物
で
、
遠
洋
漁
船
に
乗
組
む
若
者
は
、
操
業
か
ら
帰
港
し
た
正
月
、
祭
り
の
期
間
そ
こ
に
宿
泊
す
る
（
以
外
の
者
は
通
年
宿
泊
）
。
宿
に
所
属

す
る
若
者
は
、
宿
入
り
し
た
当
初
の
年
か
ら
新
た
な
加
入
者
が
入
っ
て
く
る
ま
で
は
燗
付
と
呼
ば
れ
、
雑
事
を
分
担
し
、
以
後
、
階
梯
を
上
が
っ

て
い
っ
た
。
最
後
の
三
年
間
は
、
横
向
、
横
向
頭
、
宿
頭
な
ど
と
一
年
毎
に
階
梯
を
上
が
り
、
年
少
者
の
指
導
に
当
っ
た
。
以
上
の
若
者
は
青

年
と
通
称
さ
れ
た
。
宿
に
お
い
て
日
中
は
、
延
縄
の
漁
具
を
準
備
し
た
り
、
技
術
を
修
得
し
た
り
す
る
。
夜
間
は
自
由
で
あ
っ
た
が
、
年
少
者

の
日
常
的
な
振
る
舞
い
が
、
年
長
者
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
指
導
は
宿
に
掲
げ
ら
れ
た
「
心
得
」
に
則
っ
て
行
な
わ
れ

た
。
こ
れ
は
、
長
幼
の
序
を
わ
き
ま
え
、
礼
儀
正
し
く
、
贄
沢
を
し
な
い
漁
師
の
「
人
格
」
と
「
修
錬
」
に
重
き
を
置
い
た
も
の
で
あ
っ
た
［
中

こ
れ
は
、
長
幼
の

野

船
主
は
同
じ
地
域
毎
に
船
頭
内
と
称
し
て
組
織
さ
れ
て
い
た
。
船
主
と
乗
組
員
が
様
々
な
協
定
を
結
ぶ
場
と
し
て
青
年
協
行
会
が
あ
っ
た
。

一
九
九
八
皿
五
五
］
。

二
玉
江
浦
の
漁
業
組
織
と
経
済
構
造
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三
）
船
内
の
組
織

一
艘
の
船
に
は
、
船
主
が
船
頭
と
し
て
乗
り
込
み
（
船
主
船
長
）
、
機
関
士
、
甲
板
員
を
合
わ
せ
て
戦
前
は
総
勢
五
～
七
人
（
戦
後
は
八
～
九
人
）

の
規
模
で
、
共
同
漁
業
を
行
な
っ
た
。
船
頭
は
漁
船
の
操
作
、
漁
場
の
探
索
や
縄
を
延
え
る
判
断
を
下
し
、
操
業
を
指
揮
、
監
督
す
る
。
機
関

士
は
、
機
関
の
修
理
、
調
整
に
当
た
っ
た
。
他
の
乗
組
員
は
、
延
縄
と
揚
げ
縄
、
及
び
、
魚
の
整
理
、
使
用
後
の
縄
の
整
頓
や
餌
掛
け
を
し
た
。

こ
れ
ら
船
頭
と
乗
組
員
を
合
わ
せ
て
船
内
と
称
し
た
。

船
内
の
ま
と
め
役
は
、
オ
ヤ
ジ
と
通
称
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
ボ
ー
ス
ン
と
も
言
わ
れ
、
甲
板
員
の
最
年
長
者
が
「
親
代
わ
り
」
と
し
て
、

船
頭
の
元
で
船
内
の
指
揮
を
取
り
、
会
計
な
ど
も
行
な
っ
た
。
甲
板
員
は
、
ト
モ
ノ
リ
（
～
三
五
歳
）
、
そ
の
上
は
ロ
ソ
・
中
老
（
～
五
○
歳
）
、

大
老
（
五
○
歳
～
）
と
称
さ
れ
た
。
甲
板
員
の
最
下
層
が
青
年
で
あ
り
、
オ
モ
テ
ノ
リ
と
呼
ば
れ
た
。
青
年
は
、
宿
に
所
属
し
た
後
、
早
い
者
で

初
年
度
に
、
遅
い
者
で
三
年
目
に
は
遠
洋
漁
船
へ
乗
り
組
ん
だ
と
言
う
。

オ
モ
テ
ノ
リ
は
、
漁
船
の
オ
モ
テ
に
位
置
し
て
帆
や
錨
の
操
作
と
い
っ
た
重
労
働
を
担
い
、
出
航
前
に
は
特
別
な
漁
船
具
を
準
備
し
た
（
帆
船

時
代
）
。
動
力
船
と
な
っ
た
後
も
、
オ
モ
テ
の
重
労
働
を
行
な
い
、
延
縄
作
業
で
は
道
具
の
持
ち
運
び
や
浮
き
の
揚
げ
降
ろ
し
を
し
、
食
事
や
清

掃
な
ど
の
雑
事
も
行
な
っ
た
。
そ
の
役
回
り
は
、
ブ
リ
ッ
ジ
（
操
舵
室
）
の
周
り
を
走
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
と
表
現
さ
れ
る
。
オ
モ
テ
ノ
リ
の

新
人
を
ウ
エ
ダ
チ
と
言
い
、
こ
れ
を
過
ぎ
た
者
は
ド
ピ
キ
と
称
し
た
（
複
数
の
際
年
長
者
を
オ
オ
ド
ビ
キ
と
い
う
）
。
ウ
エ
ダ
チ
は
、
乗
船
し
た
ば

か
り
の
「
右
も
東
も
分
か
る
前
」
の
「
見
習
い
」
、
つ
ま
り
、
初
心
者
を
指
す
。
ウ
エ
ダ
チ
は
、
労
務
の
外
に
配
当
で
も
特
別
な
扱
い
を
さ
れ
て

い
た
。
オ
モ
テ
ノ
リ
内
の
最
年
少
の
者
は
（
多
く
の
場
合
ウ
エ
ダ
チ
で
あ
る
）
、
食
事
の
賄
い
を
担
当
す
る
の
で
メ
シ
タ
キ
と
も
呼
ば
れ
、
清
掃
な

（
５
）

ど
の
雑
務
も
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ド
ピ
キ
は
、
「
ウ
エ
ダ
チ
の
人
間
に
何
も
か
も
教
え
て
ゆ
く
」
立
場
と
言
わ
れ
る
。
「
オ
モ
テ

こ
れ
は
、
帰
港
の
期
日
、
歩
合
率
の
設
定
、
諸
経
費
に
ま
つ
わ
る
ル
ー
ル
、
遭
難
や
相
互
扶
助
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
を
す
る
遠
洋
漁
業
の
母

体
組
織
で
あ
り
、
青
年
宿
の
指
導
も
間
接
的
に
行
な
っ
て
い
た
。
青
年
宿
と
青
年
協
行
会
は
、
と
も
に
大
正
時
代
に
明
確
な
組
織
と
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。
創
立
経
緯
は
不
詳
だ
が
、
遠
洋
漁
業
の
進
展
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
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正
月
と
祭
り
の
時
期
は
、
キ
リ
ア
ゲ
と
称
し
て
帰
港
し
、
水
揚
げ
高
を
分
配
（
サ
ン
ニ
ョ
ウ
と
い
う
）
し
た
。
分
配
は
、
船
主
宅
に
船
内
が
揃
っ

て
現
金
を
直
接
分
け
る
も
の
で
、
俗
に
カ
イ
ゾ
ク
サ
ン
ニ
ョ
ウ
と
も
言
っ
た
。
水
揚
げ
高
か
ら
は
、
市
場
手
数
料
、
ブ
キ
ン
（
漁
業
協
同
組
合
賦

課
金
）
、
モ
ン
ギ
ン
（
祭
典
費
等
）
、
経
費
（
油
、
氷
、
餌
、
箱
代
等
）
を
引
き
、
そ
れ
か
ら
フ
ナ
ブ
（
船
歩
）
を
引
く
。
こ
の
残
金
を
オ
オ
ナ
カ
と

い
い
、
船
員
へ
は
、
こ
れ
か
ら
諸
経
費
（
食
料
責
燃
料
、
水
等
）
と
カ
ン
ダ
ラ
（
後
述
す
る
）
を
引
い
た
残
り
を
、
人
数
割
に
し
て
配
当
し
た
。

各
配
当
分
、
あ
る
い
は
、
配
当
法
の
こ
と
を
ブ
ア
イ
（
歩
合
）
と
い
う
。
モ
ン
ギ
ン
は
積
み
立
て
て
浦
の
祭
礼
行
事
、
青
年
宿
の
よ
う
な
各
組
々

の
運
営
や
相
互
扶
助
の
経
費
に
充
て
て
い
た
。
ま
た
、
配
当
に
一
定
率
を
掛
け
た
金
額
を
乗
組
人
数
で
割
っ
て
各
自
の
配
当
か
ら
差
し
引
き
、

機
関
士
へ
の
歩
を
給
付
す
る
。
船
主
へ
は
別
に
船
歩
が
付
加
さ
れ
た
。
オ
モ
テ
ノ
リ
は
、
ウ
エ
ダ
チ
以
外
は
、
み
な
一
人
前
の
配
当
を
貰
っ
て

い
た
。
ま
た
、
ト
モ
ノ
リ
も
一
人
前
の
配
当
を
受
け
た
。
機
関
士
を
除
け
ば
均
等
分
配
を
原
則
と
し
て
い
た
中
で
、
カ
ン
ダ
ラ
の
存
在
は
特
異

（
三
）
漁
獲
物
と
そ
の
分
配
制
度

遠
洋
漁
業
の
漁
獲
物
は
、
二
通
り
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。
一
つ
は
、
操
業
の
対
象
魚
、
甘
鯛
や
レ
ン
コ
鯛
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
は
水
揚
げ
す

る
。
だ
が
、
そ
れ
以
外
の
、
フ
グ
、
イ
カ
、
ア
ジ
な
ど
様
々
な
魚
種
を
混
獲
し
た
際
に
つ
い
て
は
、
ョ
ロ
ク
と
称
し
て
船
内
の
食
事
に
用
い
て

い
た
。
ま
た
、
漁
携
時
間
外
の
夜
間
な
ど
を
利
用
し
て
魚
を
釣
り
（
ナ
ゲ
ャ
と
い
う
）
、
船
員
間
で
分
け
て
各
家
庭
へ
持
ち
帰
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

高
級
魚
で
あ
れ
ば
水
揚
げ
に
繰
り
込
む
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
実
際
の
水
揚
げ
に
当
て
ら
れ
る
の
は
、
こ
れ
ら
ョ
ロ
ク
な
ど
を
除
い
た
漁
獲
対
象

魚
が
中
心
だ
っ
た
。

と
の
パ
イ
プ
役
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
船
長
か
ら
す
れ
ば
指
揮
系
統
と
末
端
と
の
間
を
取
り
次
ぐ
中
継
役
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
。

青
年
宿
を
出
た
者
は
ト
モ
ノ
リ
と
呼
ば
れ
る
。
ト
モ
ノ
リ
に
な
る
と
、
結
婚
が
認
め
ら
れ
、
か
つ
ま
た
、
船
頭
の
資
格
を
有
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
こ
の
ト
モ
ノ
リ
は
、
帆
船
時
代
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
漁
船
の
ト
モ
に
位
置
し
て
舵
を
操
作
し
た
。
動
力
船
と
な
っ
て
か
ら
も
、
操
舵

の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
判
断
し
て
船
長
に
伝
え
た
り
、
延
縄
作
業
に
お
い
て
は
縄
を
延
え
た
り
、
時
化
で
船
を
ナ
ガ
ス
際
に
は
、
複
数
の
錨
の
操
作

を
す
る
な
ど
熟
練
し
た
甲
板
員
で
あ
っ
た
。
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こ
の
カ
ン
ダ
ラ
が
、
優
秀
な
労
働
力
確
保
と
し
て
の
役
割
を
持
つ
分
配
法
で
あ
り
、
玉
江
浦
の
遠
洋
漁
業
の
成
長
を
支
え
た
要
因
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
る
こ
と
は
既
に
論
じ
た
こ
と
で
あ
る
が
（
漁
獲
物
分
配
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
［
中
野
一
九
九
九
］
を
参
照
）
、
こ
こ
で
興
味
深
い
の

は
、
そ
の
給
付
が
、
「
内
証
金
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
カ
ン
ダ
ラ
が
「
内
証
金
」
と
さ
れ
る
理
由
は
ど
こ
に
求
め
ら
れ
、
い
か
な

る
意
味
で
、
若
者
の
重
労
働
に
対
す
る
対
価
と
し
て
の
魅
力
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

カ
ン
ダ
ラ
に
お
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
オ
モ
テ
ノ
リ
を
軸
と
し
た
、
家
、
あ
る
い
は
漁
業
組
織
と
の
間
に
緊
張
関
係
が
存
在
し
て
い
た
。

従
っ
て
、
「
内
証
金
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
管
理
、
消
費
も
含
め
た
幅
広
い
意
味
で
の
経
済
活
動
を
、
若
者
の
社
会
関
係
と
の
関
わ
り
か
ら
検
討

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

カ
ン
ダ
ラ
は
、
船
内
が
オ
モ
テ
ノ
リ
に
対
し
て
、
そ
の
重
労
働
の
対
価
と
し
て
給
付
し
た
。
こ
の
額
は
、
あ
る
漁
師
が
以
下
に
説
明
す
る
よ

う
に
、
青
年
を
除
く
船
内
が
、
他
の
船
の
相
場
を
勘
案
し
て
話
し
合
い
、
働
き
の
良
い
者
、
特
に
メ
シ
タ
キ
な
ど
の
年
少
者
へ
給
付
す
る
も
の

で
あ
っ
た
。

（
６
）

で
あ
っ
た
。（

一
）
収
入
の
構
造

玉
江
浦
に
お
い
て
は
、
直
系
家
族
が
同
居
し
（
一
～
三
世
代
。
中
に
は
四
世
代
と
い
う
家
も
あ
っ
た
）
、
十
人
を
越
え
る
家
族
も
ま
れ
で
な
か
っ

お
祝
儀
が
た
く
さ
ん
あ
る
、
カ
ン

見
て
や
る
、
働
き
に
よ
っ
て
や
る
、

や
の
」
、
事
前
に
話
し
合
い
を
し
て
。

こ
の
カ
ン
ダ
ラ
が
、
優
秀
な
労
働
力

カ
ン

三
「
内
証
金
」
の
社
会
的
意
味 ダ

ラ
（
と
い
っ
て
）
、
．
：
…
若
い
も
ん
、
メ
シ
タ
キ
、
そ
の
次
の
人
と
か
（
が
貰
え
る
）
、
価
格
は
よ
そ
の
船
の
を

る
、
船
で
ま
と
め
て
、
そ
の
中
に
は
若
い
も
ん
入
ら
れ
ん
、
青
年
以
外
の
も
の
が
話
し
合
っ
て
、
「
確
か
に
模
範
青
年
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た
。
家
族
員
の
多
さ
は
、
多
く
の
収
入
を
必
要
と
す
る
。
若
手
漁
師
の
存
在
は
、
玉
江
浦
の
漁
家
経
営
に
お
い
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
存
在
で
あ
っ

た
。
彼
ら
オ
モ
テ
ノ
リ
の
収
入
（
配
当
は
「
親
に
や
る
せ
い
の
」
と
い
う
よ
う
に
、
親
に
渡
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
オ
モ
テ
ノ

リ
の
中
で
も
ウ
エ
ダ
チ
か
ら
二
、
三
年
ま
で
の
者
は
、
そ
の
配
当
を
直
接
本
人
が
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ず
、
船
内
の
オ
ヤ
ジ
か
ら
直
接
親
へ

渡
す
よ
う
慣
例
化
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
船
長
、
機
関
士
、
甲
板
員
で
あ
っ
て
も
、
配
当
金
は
家
に
入
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
個
人
の
配
当
は
、

既
婚
者
で
あ
っ
て
も
妻
へ
渡
す
べ
き
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
「
生
活
費
じ
ゃ
い
や
、
お
め
あ
れ
が
な
け
り
ゃ
飯
が
食

わ
れ
せ
ん
わ
」
と
い
う
。
配
当
は
、
妻
や
親
に
よ
っ
て
基
本
的
に
家
の
生
活
を
支
え
る
も
の
と
し
て
家
計
に
充
て
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
遠
洋
漁
業
に
従
事
す
る
男
性
が
家
族
に
多
い
ほ
ど
家
計
は
助
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
漁
師
の
妻
は
、
そ
れ
を
以
下
の
よ
う
に
表

現
し
て
い
る
。
「
男
の
子
が
よ
う
け
お
る
と
み
ん
な
喜
ん
だ
、
男
の
子
で
さ
え
あ
り
よ
っ
た
ら
み
ん
な
儲
け
よ
っ
た
」
。

家
の
稼
ぎ
は
一
方
の
男
性
に
依
存
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
家
計
の
管
理
に
つ
い
て
は
女
性
に
任
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
分
業
が
い
か
に

明
瞭
な
も
の
で
あ
っ
た
か
は
、
男
が
「
た
だ
働
く
だ
け
で
」
「
お
金
の
こ
と
分
か
ら
ん
」
も
の
で
あ
っ
た
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
か
ら
理
解
で
き
る
。

で
は
、
妻
や
母
親
は
家
に
お
い
て
い
か
な
る
期
待
を
背
負
っ
て
い
た
の
か
。
玉
江
浦
で
は
、
魚
の
行
商
（
カ
ネ
リ
と
い
っ
た
）
に
出
る
以
外
、
既

婚
女
性
は
家
に
い
る
こ
と
が
望
ま
れ
、
妻
に
よ
る
現
金
収
入
は
夫
に
よ
り
嫌
が
ら
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
女
性
達
に
と
っ
て
は
「
家
が
無
茶
苦
茶

に
な
っ
た
ら
恥
、
流
し
で
も
き
ち
ゃ
な
か
っ
た
ら
恥
」
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
男
の
「
留
守
は
、
お
母
さ
ん
が
そ

れ
い
に
家
を
守
っ
て
、
子
供
を
守
」
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
掃
除
は
家
の
台
所
を
中
心
に
徹
底
し
、
床
や
柱
は
揚
げ
油
と
柿
渋
で
「
ピ
ッ

カ
ピ
ッ
カ
」
に
磨
き
上
げ
、
十
一
月
頃
と
も
な
れ
ば
、
冬
支
度
と
称
し
て
炭
や
薪
を
準
備
す
る
。
こ
れ
が
「
嫁
さ
ん
の
役
目
、
女
の
役
目
」
な

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
妻
や
母
親
ら
は
、
家
内
に
と
ど
ま
り
、
家
計
を
管
理
し
、
か
つ
、
掃
除
や
育
児
を
怠
ら
な
い
で
家
や
子
ど
も
を
守

る
べ
き
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
。
玉
江
浦
の
漁
家
に
お
い
て
、
稼
ぎ
手
と
収
入
の
管
理
者
は
、
夫
婦
の
間
、
あ
る
い
は
、
親
（
母
）
子
の

間
に
お
い
て
顕
著
に
分
業
的
な
形
態
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
家
計
構
造
の
た
め
、
帰
港
後
に
乗
組
員
が
必
要
と
す
る
お
金
に
つ
い
て
は
、
親
や
妻
へ
一
旦
渡
し
た
配
当
の
中
か
ら
改
め
て
そ
の
一
部

を
貰
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
生
活
が
厳
し
け
れ
ば
全
く
な
い
場
合
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
必
要
な
小
遣
い
を
船
内
の
工
夫
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（
二
）
カ
ン
ダ
ラ

カ
ン
ダ
ラ
は
「
ナ
イ
シ
ョ
ガ
ネ
」
と
言
っ
て
オ
モ
テ
ノ
リ
は
「
親
に
内
証
」
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
何
故
な
ら
、
カ
ン
ダ
ラ
の

存
在
を
「
親
に
言
う
た
ら
取
ら
れ
ら
ぁ
」
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。
「
ナ
イ
シ
ョ
ガ
ネ
」
は
、
親
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
を
回
避
す
る
た

（
７
）

め
の
工
夫
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
収
入
は
「
も
ろ
た
も
ん
の
自
由
や
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
配
当
と
異
な
り
、
貰
っ
た
者
が
自
由
に
使
用

一
方
の
家
に
お
い
て
は
男
の
小
遣
い
の
額
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
懸
案
で
あ
り
、
他
方
の
男
に
お
い
て
は
小
遣
い
を
確
保
す
る
こ
と
に

工
夫
が
必
要
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
先
に
触
れ
た
ョ
ロ
ク
や
ナ
ゲ
ャ
で
得
た
余
分
な
魚
を
、
船
頭
の
認
可
の
上
、
水
揚
げ
に
繰
り
込
ん
で
船
内

で
分
け
、
各
々
の
小
遣
い
に
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
こ
の
小
遣
い
は
、
飲
食
、
買
春
、
パ
チ
ン
コ
な
ど
に
費
や
さ
れ
、
妻
に
そ
の
存
在
は
敢
え

て
知
ら
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
同
様
に
、
私
用
金
を
確
保
す
る
目
的
で
、
「
分
け
前
あ
ろ
う
、
そ
れ
か
ら
抜
い
て
親
元
出
す
．
：
：
・
渡
す
前
に
抜

く
の
を
カ
ン
コ
ロ
」
と
言
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
配
当
の
一
部
を
「
ナ
イ
シ
ョ
ガ
ネ
っ
て
言
っ
て
」
「
渡
す
前
に
抜
く
」
こ
と
も
行
な
わ
れ
た
。
こ

れ
ら
は
、
配
当
を
家
計
に
充
て
る
漁
家
の
前
提
に
対
応
し
た
船
内
の
工
夫
で
あ
っ
た
が
、
家
計
の
総
体
を
侵
食
す
る
こ
と
に
変
わ
り
な
く
、
母

親
や
妻
の
側
か
ら
嫌
が
ら
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
か
っ
た
。
カ
ン
ダ
ラ
の
基
盤
に
は
、
こ
の
よ
う
な
漁
家
と
船
内
と
の
間
の
独
特
な
緊
張

関
係
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

で
捻
出
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
寄
港
中
に
飲
食
を
し
た
り
、
娯
楽
に
赴
い
た
り
す
る
際
、
そ
の
経
費
は
、
船
内
が
予
め
船
に
積
ん
で
お
い
た
お

金
か
ら
借
用
し
、
サ
ン
ニ
ョ
ウ
の
段
階
で
配
当
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
借
用
金
の
こ
と
を
ツ
カ
イ
と
称
し
た
。
ま
た
、
シ
キ
リ
ピ

キ
と
言
っ
て
、
前
航
海
の
水
揚
げ
高
の
一
部
を
私
用
金
に
充
て
、
玉
江
浦
に
帰
港
し
た
後
、
サ
ン
ニ
ョ
ウ
で
天
引
き
す
る
こ
と
も
頻
繁
に
行
な

わ
れ
た
。
こ
れ
も
ツ
カ
イ
と
い
う
。
い
ず
れ
と
も
持
ち
込
む
金
額
に
は
限
り
が
あ
り
、
船
長
や
会
計
を
担
う
オ
ヤ
ジ
ら
は
必
然
的
に
各
人
の
消

費
を
限
度
内
に
抑
え
る
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
乗
組
員
が
必
要
と
す
る
個
人
的
な
金
銭
は
、
次
の
配
当
を
前
借
り
し
て
得
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
家
計
と
小
遣
い
は
、
個
人
的
な
支
出
の
額
に
よ
っ
て
家
計
費
が
増
減
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
、
相
互
に
侵
食

す
る
関
係
に
あ
っ
た
。
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カ
ン
ダ
ラ
は
実
際
い
か
に
使
わ
れ
た
の
か
、
以
下
に
整
理
し
て
み
よ
う
。
カ
ン
ダ
ラ
は
「
盆
、
節
季
で
大
分
あ
り
よ
っ
た
よ
、
：
：
：
ま
あ
ア

ソ
ブ
っ
て
言
う
た
ら
、
そ
ら
ま
あ
女
郎
屋
で
も
行
け
ば
：
：
：
切
り
が
無
い
け
ど
、
ま
あ
子
供
ら
娘
の
多
い
所
へ
夜
菓
子
で
も
持
っ
て
行
っ
て
、

夜
遅
く
ま
で
遊
ん
で
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
未
婚
の
若
い
女
性
の
い
る
家
を
夜
間
の
溜
ま
り
場
に
し
て
、
若
者
は
お
菓
子
な
ど
を
持
っ
て

ア
ソ
ピ
に
行
っ
た
。
女
性
を
連
れ
て
町
に
出
て
映
画
を
見
た
り
す
る
者
も
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
費
用
は
男
性
側
の
カ
ン
ダ
ラ
で
一
方
的
に
支
払

う
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
多
く
の
漁
師
が
説
明
す
る
の
は
、
「
飲
み
行
こ
う
よ
、
萩
の
町
酒
飲
ん
だ
り
」
、
「
シ
キ
リ
が
良
え
時
、
：
：
：

カ
ン
ダ
ラ
貰
っ
て
女
郎
屋
行
っ
て
来
よ
う
や
」
と
い
う
如
く
、
カ
ン
ダ
ラ
は
飲
食
や
遊
興
に
利
用
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
そ
う
し
た
ア
ソ

だ
が
、
全
て
放
置
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
家
に
よ
っ
て
は
若
者
か
ら
カ
ン
ダ
ラ
の
額
を
知
ら
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
親
は
「
ム

（
８
）

ソ
ウ
に
使
え
よ
」
と
諭
す
こ
と
も
あ
っ
た
。
ム
ソ
ウ
と
は
倹
約
し
な
が
ら
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
カ
ン
ダ
ラ
が
高
額
で
あ
っ
た
場
合
、
親
は
船

内
へ
対
し
て
、
盆
、
暮
れ
、
正
月
に
下
駄
や
酒
等
を
届
け
た
り
、
デ
フ
ネ
（
出
港
）
の
際
、
御
神
酒
を
贈
る
も
の
で
あ
っ
た
。
青
年
は
、
カ
ン
ダ

ビ
を
俗
に
イ
ッ
パ
ッ
ア
ソ
ビ
と
い
っ
た
。

で
き
た
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
父
親
の
船
に
そ
の
息
子
が
乗
船
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
船
頭
が
親
で
あ
り
、
オ
モ
テ
ノ
リ
は
そ
の
息
子

で
あ
る
た
め
、
論
理
的
に
「
内
証
」
の
成
立
す
る
余
地
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
も
、
カ
ン
ダ
ラ
を
渡
し
て
家
に
内
証
に
し
、
そ

の
額
が
少
な
け
れ
ば
、
船
頭
が
テ
バ
ラ
百
腹
）
を
切
っ
て
更
に
小
遣
い
を
上
乗
せ
し
た
と
い
う
。
中
に
は
、
船
内
が
カ
ン
ダ
ラ
の
額
を
決
め
、

そ
の
決
定
に
「
船
頭
っ
て
い
う
の
は
タ
ッ
チ
せ
ん
」
と
い
う
よ
う
に
、
船
内
の
意
志
が
尊
重
さ
れ
る
船
も
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

オ
モ
テ
ノ
リ
の
収
入
は
、
カ
ン
ダ
ラ
で
あ
れ
、
小
遣
い
で
あ
れ
確
保
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
漁
業
組
織
が
カ
ン
ダ
ラ
を
若
者
の
た
め
に
確
保
し
よ
う
と
後
援
し
て
い
た
こ
と
が
大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。
例
え
ば
、
オ
モ
テ
ノ
リ
の
親
に
配
当
を
手
渡
す
船
内
の
オ
ヤ
ジ
も
、
カ
ン
ダ
ラ
の
存
在
や
額
に
つ
い
て
「
親
に
は
言
わ
ん
」
も
の
で
あ
っ

た
。
拙
稿
で
も
触
れ
た
が
、
カ
ン
ダ
ラ
は
、
漁
船
内
で
の
配
当
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
若
者
の
享
受
で
き
る
権
利
と
し
て
社
会
的
に
認
め
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
［
中
野
一
九
九
九
唖
四
三
‐
四
四
］
。
そ
れ
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
カ
ン
ダ
ラ
は
「
こ
こ
の
ブ
ラ
ク
が
認
め
た
本
人
の
小
遣
い
」

と
ま
で
言
わ
れ
て
い
た
。
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カ
ン
ダ
ラ
の
入
手
と
消
費
に
お
い
て
も
、
親
（
主
と
し
て
母
）
と
息
子
の
間
、
換
言
す
れ
ば
、
家
と
船
内
と
の
間
に
あ
る
種
の
緊
張
関
係
が
見

ら
れ
た
。
こ
こ
に
農
業
経
営
と
相
違
す
る
漁
業
経
営
の
特
質
、
玉
江
浦
の
船
内
と
い
う
共
同
組
織
の
存
在
が
浮
き
彫
り
に
な
る
。
こ
の
船
内
の

年
齢
層
は
、
．
○
代
三
人
、
二
○
代
三
人
、
三
○
代
三
人
、
四
○
代
以
上
は
あ
ん
ま
り
乗
ら
ん
」
と
言
わ
れ
、
青
年
宿
在
籍
者
が
約
半
数
を
占

め
て
い
た
。
漁
船
に
は
、
船
頭
の
兄
弟
・
息
子
・
妻
の
兄
弟
な
ど
が
よ
く
乗
組
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
が
、
儲
け
る
船
で
あ
る
ほ
ど
船
頭
に
と
っ

て
他
人
の
占
め
る
率
が
高
く
な
り
、
儲
け
の
少
な
い
船
で
あ
る
ほ
ど
身
内
の
占
め
る
率
が
高
く
な
っ
た
と
い
う
。
船
内
が
内
証
を
保
証
す
る
側

と
し
て
家
と
対
立
す
る
指
向
性
を
持
っ
て
い
た
の
は
、
乗
組
員
の
年
齢
層
が
青
年
を
中
心
と
し
て
い
た
こ
と
、
及
び
、
身
内
ば
か
り
で
な
く
他

人
も
含
め
て
構
成
さ
れ
て
い
た
背
景
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
男
の
「
内
証
金
」
は
こ
の
よ
う
な
遠
洋
漁
船
の
経
営
に
依
拠
し
て
行
な
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

（
三
）
カ
ン
ダ
ラ
の
矛
盾

カ
ン
ダ
ラ
を
多
く
貰
え
る
の
は
、
年
少
の
者
で
、
働
き
の
良
い
人
物
だ
と
認
識
さ
れ
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
中
で
も
多
く
貰
え
た
と

さ
れ
る
ウ
エ
ダ
チ
か
ら
ド
ピ
キ
に
か
け
て
の
オ
モ
テ
ノ
リ
で
あ
る
。

ウ
エ
ダ
チ
に
な
る
に
は
遠
洋
漁
船
へ
乗
込
む
必
要
が
あ
っ
た
。
乗
組
み
契
約
を
得
る
際
、
船
頭
の
息
子
は
早
く
、
親
戚
縁
者
に
船
を
持
つ
家

が
な
い
者
の
場
合
は
遅
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
青
年
宿
に
お
け
る
生
活
態
度
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
誘
い
が
か
か
る
こ
と
も

あ
っ
た
と
さ
れ
、
努
力
次
第
の
面
も
あ
っ
た
。
そ
の
年
齢
は
約
一
五
～
一
八
歳
で
、
個
人
差
が
あ
っ
た
。
こ
の
ウ
ダ
エ
チ
は
、
遠
洋
漁
船
に
乗

込
ん
だ
青
年
が
誰
で
も
経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
関
門
で
あ
っ
た
。
彼
は
「
人
の
仕
事
の
、
初
め
や
か
ら
半
分
も
ま
だ
で
き
」
な
い
た
め
、

ド
ピ
キ
の
指
導
に
従
っ
て
メ
シ
タ
キ
を
し
、
オ
モ
テ
の
仕
事
や
雑
用
を
身
に
つ
け
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
ウ
エ
ダ
チ
が
カ
ン
ダ
ラ
を
多

ラ
を
使
い
切
っ
た
後
に
借
金
を
繰
り
返
し
、
先
述
し
た
カ
ン
コ
ロ
を
行
な
う
こ
と
も
た
び
た
び
で
あ
っ
た
。
青
年
協
行
会
は
、
こ
の
カ
ン
コ
ロ

を
回
避
さ
せ
る
た
め
、
ウ
エ
ダ
チ
な
ど
の
年
少
者
に
限
ら
ず
、
若
者
の
配
当
を
み
な
船
内
の
オ
ヤ
ジ
か
ら
直
接
親
に
手
渡
す
よ
う
取
り
決
め
た

（
９
）

こ
と
も
あ
っ
た
。
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く
貰
え
る
理
由
は
、
一
人
前
に
比
べ
て
「
三
分
の
一
し
か
貰
え
な
い
か
ら
」
と
言
う
よ
う
に
、
配
当
自
体
が
低
い
た
め
だ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

配
当
法
は
船
毎
で
異
な
る
が
、
例
え
ば
「
半
年
は
サ
ン
ゴ
ウ
、
一
年
目
で
ハ
ン
ゴ
ウ
、
二
年
で
イ
チ
ニ
ン
マ
エ
」
な
ど
と
増
額
さ
れ
、
「
仕
事
が

で
き
て
初
め
て
ヒ
ト
リ
マ
エ
」
と
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
お
よ
そ
、
一
年
か
ら
二
年
を
要
し
、
新
た
に
初
心
者
が
乗
船
す
る
こ
と
で
、
次
の
ド
ピ

キ
と
な
っ
た
（
後
続
者
が
な
け
れ
ば
配
当
以
外
は
変
わ
り
な
く
、
そ
の
ま
ま
メ
シ
タ
キ
を
つ
と
め
る
）
・

ウ
エ
ダ
チ
か
ら
ド
ビ
キ
に
な
る
年
齢
は
、
早
い
者
で
一
六
歳
、
遅
い
者
で
二
○
歳
と
な
り
、
個
人
間
の
差
が
大
き
か
っ
た
。
仕
事
を
身
に
つ

け
て
ド
ピ
キ
と
な
っ
た
者
は
、
オ
モ
テ
ノ
リ
の
役
目
の
ほ
か
、
ウ
エ
ダ
チ
を
「
引
率
す
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
オ
モ
テ
の
作
業
は
操
業
の

円
滑
さ
に
直
結
す
る
。
そ
の
た
め
、
「
ド
ビ
キ
が
シ
カ
ラ
（
頑
張
る
と
い
う
意
）
に
ゃ
船
は
ま
わ
ら
ん
も
ん
よ
」
と
い
わ
れ
、
ウ
エ
ダ
チ
の
不
手
際

や
オ
モ
テ
の
不
始
末
が
あ
れ
ば
、
「
ド
ピ
キ
が
つ
ま
ら
ん
か
ら
、
な
ん
や
ろ
う
が
や
」
と
叱
責
さ
れ
た
。
ド
ピ
キ
は
、
ウ
エ
ダ
チ
が
経
験
者
達
の

期
待
通
り
に
働
け
る
よ
う
に
引
率
し
、
そ
の
不
足
を
補
う
乗
組
員
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ド
ピ
キ
も
カ
ン
ダ
ラ
を
多
く
貰
っ
た
と
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
「
そ
り
ゃ
責
任
が
あ
る
、
若
い
者
は
教
え
に
ゃ
な
ら
ん
」
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
。

オ
モ
テ
ノ
リ
は
、
ウ
エ
ダ
チ
か
ら
ド
ピ
キ
と
な
る
間
に
一
人
前
の
配
当
を
手
に
し
、
多
く
の
カ
ン
ダ
ラ
を
貰
う
こ
と
が
で
き
た
と
さ
れ
る
。

注
意
し
た
い
の
は
、
一
人
前
を
貰
う
（
広
義
に
は
ウ
エ
ダ
チ
か
ら
ド
ビ
キ
ヘ
と
な
る
過
程
）
年
齢
が
個
々
の
オ
モ
テ
ノ
リ
間
に
お
い
て
一
致
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
と
、
カ
ン
ダ
ラ
給
付
の
対
象
者
が
必
ず
し
も
固
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
カ
ン
ダ
ラ
の
場
合
「
よ
う
や

る
か
ら
よ
う
け
や
れ
」
と
い
う
よ
う
に
、
実
力
や
働
き
具
合
に
基
準
が
置
か
れ
て
い
る
一
方
で
、
他
方
で
は
、
「
あ
ん
ま
り
若
い
そ
（
人
）
よ
り

ジ
ョ
ウ
（
多
く
）
に
貰
た
ら
カ
タ
が
：
：
：
悪
か
ろ
う
じ
ゃ
、
差
付
け
に
ゃ
い
け
ま
い
」
と
、
年
の
若
い
方
へ
基
準
が
置
か
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、

多
額
の
カ
ン
ダ
ラ
を
給
付
す
る
基
準
は
二
つ
な
の
で
あ
る
。
一
方
の
年
齢
は
誰
に
と
っ
て
も
平
等
で
あ
る
が
、
他
方
の
働
き
具
合
は
人
そ
れ
ぞ

れ
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
実
力
さ
え
つ
け
れ
ば
人
よ
り
先
に
入
手
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
可
能
性
は
年
少
者
で
あ
る
ほ
ど
開
か
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
必
ず
し
も
年
齢
に
束
縛
さ
れ
ず
、
し
か
も
、
長
幼
の
序
を
逆
転
さ
せ
た
競
争
原
理
は
、
一
人
前
の
配
当
の
獲
得
に
対
し
て

も
考
慮
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ウ
エ
ダ
チ
か
ら
ド
ビ
キ
と
な
る
過
程
（
以
下
、
こ
の
過
程
を
移
行
期
と
記
す
こ
と
に
す
る
）
は
、
一
人
前
の

配
当
を
貰
う
時
期
、
及
び
、
多
額
の
カ
ン
ダ
ラ
を
入
手
で
き
る
時
期
で
あ
り
、
こ
の
年
齢
を
前
倒
し
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
オ
モ
テ
ノ
リ
本
人
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の
努
力
次
第
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
の
稀
少
価
値
が
カ
ン
ダ
ラ
に
は
あ
っ
た
。

カ
ン
ダ
ラ
は
努
力
次
第
で
手
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
ア
ソ
ピ
ヘ
の
使
用
は
必
ず
し
も
自
由
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
好
み
の
女

性
の
家
へ
ア
ソ
ビ
に
行
っ
て
も
、
同
じ
「
宿
の
先
輩
が
家
の
回
り
を
通
っ
た
ら
黙
っ
と
っ
た
」
し
、
「
町
（
へ
）
ア
ソ
ピ
出
て
年
長
者
が
い
れ

ば
、
す
ぐ
逃
げ
お
っ
た
な
」
と
い
う
。
日
常
の
ア
ソ
ビ
は
長
幼
の
序
か
ら
無
言
の
社
会
的
圧
力
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
も
し
露
見
す
れ
ば
、

（
皿
）

宿
頭
か
ら
「
い
し
ゃ
、
は
よ
イ
ロ
ケ
出
し
て
生
意
気
な
」
と
注
意
さ
れ
、
青
年
宿
で
精
神
講
話
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
で
更
生
し
な
け
れ
ば
、

そ
の
青
年
は
退
宿
命
令
に
よ
り
宿
か
ら
追
放
さ
れ
た
。
制
裁
の
対
象
と
な
る
の
は
年
少
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
多
く
、
逆
に
年
長
に
な
れ
ば
な
る

ほ
ど
緩
和
さ
れ
た
［
中
野
一
九
九
八
”
五
九
］
。
こ
の
集
中
と
緩
和
の
結
節
点
に
あ
る
の
も
、
や
は
り
、
移
行
期
の
オ
モ
テ
ノ
リ
で
あ
っ
た
。
例

え
ば
、
「
未
成
年
、
二
○
歳
未
満
は
絶
対
行
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
、
二
○
歳
以
下
は
、
酒
屋
や
遊
郭
へ
の
出
入
り
を
原
則
と
し
て

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
祭
礼
や
サ
ン
ニ
ョ
ウ
の
時
期
に
お
い
て
は
、
一
七
、
一
八
歳
く
ら
い
に
な
っ
た
者
で
あ
れ
ば
、
「
良
え
よ
良
え
よ
祭
り

だ
か
ら
」
と
大
目
に
見
ら
れ
た
と
い
う
。
移
行
期
の
オ
モ
テ
ノ
リ
は
未
成
年
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
限
定
さ
れ
た
期
間
、
成
年
と
同
様
の
行
為
を

認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
移
行
期
の
オ
モ
テ
ノ
リ
が
カ
ン
ダ
ラ
を
通
じ
て
ア
ソ
ブ
こ
と
は
、
強
い
干
渉
を
受
け
な
が
ら
も
、
金
額
と
し
て
は
最

も
大
き
く
開
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
見
矛
盾
す
る
こ
の
図
式
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。

（
四
）
ア
ソ
ビ
と
イ
ロ
ケ

先
に
見
た
よ
う
に
、
オ
モ
テ
ノ
リ
（
未
成
年
）
の
ア
ソ
ビ
の
過
剰
は
イ
ロ
ヶ
が
早
く
て
生
意
気
だ
と
捉
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
矛
盾
す
る
よ
う

だ
が
、
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
彼
ら
の
イ
ロ
ケ
は
第
一
に
求
め
ら
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、
海
上
や
寄
港
時
の
作
業
に
お
い
て
、
あ
る
種
の
オ
モ

テ
ノ
リ
は
年
長
者
か
ら
「
女
の
尻
追
う
ば
か
り
が
イ
ロ
じ
ゃ
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
れ
は
、
仕
事
で
も
何
で
も
「
ど
の
み
ち
気
が
利
か
ん
ち
ゅ

う
」
オ
モ
テ
ノ
リ
に
対
し
て
用
い
ら
れ
た
椰
楡
で
あ
る
。
特
に
ウ
エ
ダ
チ
か
ら
二
、
三
年
の
「
仕
事
が
こ
う
だ
い
た
い
覚
え
て
か
ら
の
」
者
へ
、

と
り
わ
け
「
ち
ぃ
と
こ
う
ト
レ
ェ
が
な
者
」
へ
、
そ
の
椰
楡
が
向
け
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
。
「
イ
ロ
ケ
だ
せ
や
」
と
い
う
こ
と
は
、
「
前
も
っ

て
次
の
仕
事
次
の
仕
事
っ
て
、
…
．
：
仕
事
に
追
わ
れ
ん
よ
う
に
」
、
操
業
の
手
順
も
「
頭
入
れ
っ
ち
ゅ
う
こ
と
」
、
す
な
わ
ち
、
仕
事
の
「
要
領
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の
良
え
こ
と
」
や
「
サ
ク
マ
イ
（
準
備
）
が
良
え
っ
て
こ
と
」
を
、
オ
モ
テ
ノ
リ
に
求
め
る
慣
用
句
な
の
で
あ
っ
た
。
移
行
期
の
オ
モ
テ
ノ
リ
は

漁
船
内
の
仕
事
を
覚
え
、
全
体
の
手
順
、
そ
れ
に
応
じ
た
要
領
の
良
さ
が
必
須
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
椰
楡
の
先
に
は
「
よ
う
シ
カ
ッ

テ
や
っ
た
ら
カ
ン
ダ
ラ
、
ジ
ョ
ウ
に
や
る
ぞ
」
と
、
ア
ソ
ビ
の
存
在
が
ほ
の
め
か
さ
れ
て
い
た
。

要
領
の
良
い
オ
モ
テ
ノ
リ
は
、
船
内
の
評
価
を
得
て
、
一
人
前
の
配
当
と
カ
ン
ダ
ラ
も
手
に
す
る
。
加
え
て
、
「
あ
の
子
は
よ
う
や
る
ぞ
」
と

認
め
ら
れ
た
青
年
は
、
帰
港
し
て
か
ら
青
年
宿
で
も
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
［
中
野
一
九
九
八
皿
五
六
‐
五
七
］
。
こ
れ
ら
は
、
漁
獲
物
分
配

に
お
け
る
一
人
前
で
あ
る
こ
と
の
上
に
、
更
に
評
価
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
船
内
、
青
年
宿
と
い
っ
た
、
主
と
し
て
男
性
中
心
の
領
域
に
お

い
て
公
認
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
他
方
、
カ
ン
ダ
ラ
は
、
そ
れ
を
多
く
貰
っ
た
者
が
惜
し
み
な
く
放
出
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
カ
ン
ダ
ラ
を

入
手
し
、
消
費
す
る
こ
と
は
、
そ
の
稀
少
性
と
あ
い
ま
っ
て
、
自
ら
が
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
同
年
の
オ
モ
テ
ノ
リ
や
そ
れ
以
下
の
青
年

へ
誇
示
す
る
意
味
も
含
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
あ
る
漁
師
が
以
下
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
こ
と
か
ら
充
分
に
窺
う
こ
と
が
で

き
る
だ
ろ
う
。
「
（
背
広
の
）
上
に
も
下
に
も
札
束
札
束
や
か
ら
ね
、
そ
り
ゃ
あ
ん
た
お
も
し
れ
え
れ
そ
り
ゃ
、
．
：
．
：
勘
定
す
る
時
裸
で
（
札
束
を
）

パ
ー
ン
て
『
こ
れ
で
ど
う
や
！
』
、
格
好
い
い
や
」
。
カ
ン
ダ
ラ
は
、
「
い
っ
ぺ
ん
に
使
う
」
た
め
「
二
、
三
日
で
無
く
な
っ
て
し
ま
う
」
も
の
な

（
ｕ
）

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
消
費
は
、
若
者
が
、
上
記
の
複
数
の
評
価
を
得
た
「
イ
チ
ニ
ン
マ
エ
」
で
あ
る
こ
と
を
ア
シ
ビ
ー
ル
す
る
も
の
で
あ
り
、

彼
ら
の
生
活
を
彩
る
大
き
な
楽
し
み
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

先
の
慣
用
句
で
留
意
す
べ
き
は
、
オ
モ
テ
ノ
リ
の
イ
ロ
（
ヶ
）
が
異
性
と
の
関
係
を
前
提
と
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
あ
る
漁
師
は
、
こ
の
表
現

が
移
行
期
の
オ
モ
テ
ノ
リ
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
理
由
に
つ
い
て
、
「
仕
事
ま
だ
未
熟
や
か
ら
分
か
る
ま
ぁ
が
の
、
そ
れ
か
ら
オ
ナ
ゴ
の
こ
と

ち
ゅ
う
も
の
は
直
ぐ
あ
－
ゆ
う
こ
と
っ
て
も
の
は
馬
鹿
で
も
で
き
よ
う
、
せ
や
か
ら
そ
れ
言
う
せ
い
」
と
説
明
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
「
オ
ナ
ゴ

の
こ
と
」
を
早
く
覚
え
、
「
仕
事
」
で
熟
す
こ
と
は
そ
れ
に
遅
く
な
る
と
い
う
こ
の
認
識
は
、
彼
ら
若
者
が
異
性
に
対
す
る
イ
ロ
ケ
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
い
か
に
重
要
と
考
え
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
。
異
性
と
の
間
の
性
体
験
を
早
く
済
ま
せ
る
こ
と
は
一
大
関
心
事
で
あ
っ
た
。
そ
う

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
移
行
期
の
オ
モ
テ
ノ
リ
に
は
、
ア
ソ
ビ
に
限
ら
ず
、
仕
事
に
つ
い
て
も
同
様
に
気
を
ま
わ
す
こ
と
の
で
き
る
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
力
量
が
求
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
日
常
の
ア
ソ
ピ
が
規
制
さ
れ
、
一
時
的
に
し
か
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
移
行
期
の
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オ
モ
テ
ノ
リ
が
、
ア
ソ
ビ
と
仕
事
の
バ
ラ
ン
ス
を
身
に
つ
け
る
途
上
に
あ
る
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
、
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
存
在
と
認
識
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
が
、
漁
師
と
し
て
も
、
か
つ
、
男
と
し
て
も
中
途
半
端
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
青
年
宿
の
在
籍
期
間
を
、
素
人
が
漁
師
へ
と
な
る
過
程
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
同
時
に
男
と
し
て
ア
ソ
ピ
（
異
性
）
を
知
る
過

（
皿
）

程
で
も
あ
り
、
若
者
は
、
そ
う
し
て
青
年
宿
を
退
き
、
結
婚
し
て
大
人
へ
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
通
過
儀
礼
に
お
け
る
過

渡
期
の
性
格
が
、
そ
の
過
程
の
中
で
も
、
ウ
エ
ダ
チ
か
ら
ド
ビ
キ
ヘ
と
い
う
移
行
期
に
お
い
て
こ
そ
顕
著
に
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
理
解
す
れ

ば
、
彼
ら
が
、
沖
で
の
労
力
を
報
い
ら
れ
つ
つ
も
、
社
会
的
規
制
を
集
中
的
に
受
け
る
こ
と
は
矛
盾
で
は
な
い
［
ヘ
ネ
ッ
プ
一
九
七
七
（
一
九

ば
、
彼
ら
が
、
沖
で

カ
ン
ダ
ラ
の
入
手
と
消
費
は
、
玉
江
浦
の
若
者
が
一
通
り
の
仕
事
を
で
き
る
漁
師
に
な
っ
た
こ
と
、
及
び
、
男
と
し
て
大
人
に
な
っ
た
こ
と

な
ど
が
社
会
的
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
あ
る
べ
き
漁
師
へ
の
到
達
が
努
力
次
第
で
早
く
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、

彼
ら
の
努
力
を
引
き
出
す
大
き
な
動
機
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
カ
ン
ダ
ラ
の
額
に
多
寡
が
あ
っ
た
こ
と
も
、
そ
の
動
機
を
更
に
色
付

け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
給
付
の
シ
ス
テ
ム
も
「
内
証
金
」
を
よ
り
魅
力
的
に
見
せ
て
い
た
。
カ
ン
ダ
ラ
に
よ
る
ア
ソ
ビ
は
、
家
に
と
っ
て

必
ず
し
も
好
ま
し
い
も
の
と
見
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
若
者
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
社
会
が
イ
チ
ニ
ン
マ
エ
と
し
て
要
請
し
て
い
た
も
の
な

（
過
）

の
で
あ
る
。

○
五
旨
五
七
’
九
七
］
。

本
稿
で
は
、
「
内
証
金
」
が
ど
の
よ
う
に
確
保
さ
れ
、
そ
の
収
入
が
い
か
な
る
意
味
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
た
。
カ
ン
ダ

ラ
が
「
内
証
金
」
と
さ
れ
た
の
は
、
漁
師
の
配
当
金
が
家
計
に
計
上
さ
れ
る
と
い
う
構
造
を
前
提
と
し
た
、
船
内
に
よ
る
個
人
的
金
銭
の
捻
出

の
工
夫
に
あ
り
、
こ
の
工
夫
が
、
若
者
の
労
働
力
に
対
す
る
報
奨
の
意
味
と
結
び
つ
き
、
カ
ン
ダ
ラ
を
確
保
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
カ
ン
ダ
ラ
は
、
遠
洋
漁
船
に
乗
り
組
ん
だ
青
年
、
す
な
わ
ち
オ
モ
テ
ノ
リ
の
中
で
も
、
ウ
エ
ダ
チ
か
ら
ド
ピ
キ
に
か
け
て
の
者
が
貰
え
る

四
お
わ
り
に
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稀
少
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
消
費
に
対
し
て
は
社
会
的
な
干
渉
が
集
中
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
矛
盾
す
る
仕
組
み
は
、
若
者
が

大
人
へ
な
る
過
渡
期
に
見
ら
れ
る
通
過
儀
礼
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
。
カ
ン
ダ
ラ
の
入
手
と
消
費
は
、
一
方
で
、
漁
師
と
し
て
評
価
さ
れ
る

こ
と
、
他
方
で
、
異
性
と
の
ア
ソ
ピ
な
ど
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
、
若
者
の
魅
力
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
私
財
」
の
あ
り
方
は
家
族
成
員
各
々
の
立
場
に
よ
り
異
な
る
だ
ろ
う
。
「
私
財
」
研
究
に
可
能
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
私
財
」
を

取
得
す
る
人
物
や
そ
れ
が
確
保
さ
れ
る
社
会
関
係
、
そ
し
て
、
い
か
な
る
理
由
か
ら
必
要
な
の
か
と
い
っ
た
家
族
の
諸
問
題
を
明
ら
か
に
し
て

こ
そ
意
義
を
持
つ
と
言
え
る
。

註（
１
）
「
私
財
」
の
性
質
の
分
類
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
［
中
込
一
九
九
一
言
八
○
‐
八
己
。

「
消
費
財
型
」
当
個
人
が
日
常
使
用
（
ま
た
は
直
接
消
費
）
す
る
日
用
品
の
類
」
。
具
体
的
に
は
衣
類
や
化
粧
道
具
な
ど
の
女
性
の
身
の
回
り

品
、
履
物
、
布
団
な
ど
の
夜
具
、
食
器
、
漁
師
の
沖
箱
や
煙
草
な
ど
。

「
生
産
財
型
」
芸
個
人
が
そ
れ
自
体
を
直
接
消
費
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
使
っ
て
得
ら
れ
た
収
入
を
個
人
用
の
消
費
に
ふ
り
む
け
る
こ
と

が
で
き
る
」
も
の
。
耕
地
、
漁
場
、
植
林
地
、
家
畜
な
ど
。

他
方
、
「
取
得
の
形
態
」
の
分
類
内
容
は
以
下
の
三
つ
で
あ
る
［
中
込
一
九
九
一
言
八
三
‐
八
六
］
。

①
「
財
そ
の
も
の
が
家
族
の
外
部
に
由
来
す
る
」
も
の
で
、
具
体
的
に
は
嫁
・
婿
の
持
参
財
。

②
「
家
族
内
部
で
稼
ぎ
出
さ
れ
て
い
る
が
、
財
取
得
の
場
が
家
産
・
家
業
・
家
計
の
場
以
外
に
設
定
さ
れ
て
い
る
」
も
の
。
傍
系
成
員
に
よ
る

も
の
の
外
、
老
人
、
子
供
、
主
婦
、
嫁
な
ど
に
よ
る
私
財
稼
ぎ
。

③
「
財
の
取
得
は
家
産
・
家
業
・
家
計
の
範
囲
内
で
行
わ
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
使
途
が
直
接
家
業
経
営
に
還
元
さ
れ
な
い
」
も
の
。
家
計
の

支
出
に
基
づ
く
「
給
付
」
、
転
用
す
る
形
の
「
ヘ
ソ
ク
リ
」
を
指
す
。

（
２
）
他
方
の
「
生
産
財
型
の
私
財
」
そ
の
も
の
に
は
「
私
」
性
が
認
め
ら
れ
な
い
と
さ
れ
る
［
中
込
一
九
九
一
言
八
○
‐
八
二
］
。
そ
れ
は
、
耕

地
な
ど
か
ら
の
収
益
で
購
入
し
た
日
用
品
そ
の
も
の
の
性
質
に
よ
り
確
保
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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（
５
）
ウ
エ
ダ
チ
は
「
生
立
」
「
植
立
」
（
植
え
た
ば
か
り
の
木
の
比
嚥
）
と
も
表
記
さ
れ
る
（
青
年
協
行
会
総
会
決
議
録
に
よ
る
）
。
ダ
チ
は
あ
る
状
態

に
な
っ
た
ば
か
り
を
意
味
す
る
。
ド
ビ
キ
は
、
引
き
ず
る
と
い
う
意
味
の
ド
ビ
ク
と
い
う
語
彙
と
関
係
づ
け
ら
れ
、
ウ
エ
ダ
チ
に
「
引
き
ず
ら

れ
て
い
る
か
ら
が
ん
ば
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
」
と
説
明
さ
れ
る
。

（
６
）
カ
ン
ダ
ラ
の
額
は
、
「
船
々
に
よ
っ
て
違
う
」
と
い
う
よ
う
に
、
水
揚
げ
の
多
寡
に
も
よ
っ
て
い
た
。
明
治
時
代
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
水
揚
げ

（
３
）
取
得
の
諸
形
態
を
中
込
が
整
理
し
た
の
は
、
「
私
財
」
の
取
得
の
仕
方
を
公
認
か
そ
う
で
な
い
か
と
い
う
指
標
の
み
で
割
り
切
る
の
が
「
少
々

乱
暴
」
で
あ
る
と
考
え
、
そ
の
具
体
的
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
だ
と
い
う
。
だ
が
、
「
取
得
の
形
態
」
の
分
類
に
お
け
る
中
込
の
基
準
に
は

一
貫
性
が
な
く
、
分
か
り
づ
ら
い
。
例
え
ば
、
先
の
①
の
「
私
財
」
の
「
私
」
性
の
確
保
に
つ
い
て
は
本
文
で
触
れ
た
通
り
で
あ
る
が
、
②
に

つ
い
て
中
込
は
、
「
私
財
」
稼
ぎ
の
行
な
わ
れ
る
「
時
間
・
空
間
」
に
一
つ
の
傾
向
が
あ
る
と
し
て
、
そ
の
傾
向
を
、
「
家
族
の
「
公
」
か
ら
は

区
別
さ
れ
た
、
家
族
員
個
々
の
「
私
」
の
時
間
・
空
間
で
あ
る
と
同
時
に
、
他
方
で
は
個
々
の
家
族
の
「
公
」
に
囲
い
込
ま
れ
て
い
な
い
よ
り

大
き
な
「
公
」
の
時
間
・
空
間
で
あ
る
」
と
表
現
し
、
こ
の
点
が
「
家
族
の
「
公
」
に
対
す
る
個
々
人
の
「
私
」
性
の
確
保
と
い
う
問
題
に
関

連
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
て
い
る
。
新
た
に
「
公
」
・
「
私
」
の
分
類
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
議
論
が
複
雑
に
な
っ
て
い
る
が
、
具

体
的
に
は
「
私
財
」
稼
ぎ
が
、
休
日
や
休
み
時
間
な
ど
に
、
山
野
・
川
原
・
そ
の
他
の
開
墾
地
を
利
用
し
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
す
［
中

込
一
九
九
一
言
八
三
‐
八
六
］
。
時
間
と
空
間
と
い
っ
た
指
標
は
こ
こ
だ
け
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
②
で
得
ら
れ
た
収

益
に
つ
い
て
、
自
給
用
の
外
は
「
換
金
」
と
さ
れ
、
他
に
説
明
は
無
い
。
だ
が
、
③
の
場
合
を
見
る
と
、
家
計
か
ら
の
給
付
や
転
用
に
よ
る
収

益
の
「
私
」
性
が
、
や
は
り
そ
の
収
益
で
購
入
す
る
日
用
品
の
性
質
と
関
連
付
け
ら
れ
て
お
り
［
中
込
一
九
九
一
房
八
六
］
、
金
銭
を
消
費
す

る
意
味
に
つ
い
て
は
、
財
の
性
質
と
の
関
係
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
。

（
４
）
こ
こ
で
は
家
族
成
員
全
て
で
な
く
、
若
者
に
焦
点
を
当
て
る
。
そ
の
経
済
行
為
に
つ
い
て
従
来
は
、
若
者
の
組
織
的
収
入
を
検
討
す
る
も
の

が
多
く
［
桜
田
一
九
八
○
（
一
九
四
二
百
五
五
‐
六
七
、
一
九
四
三
、
多
仁
一
九
八
四
］
、
個
人
的
な
所
得
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
漁
村
に
お
け
る
漁
獲
物
の
問
題
と
し
て
は
、
倉
田
一
郎
が
漁
村
と
漁
業
形
態
と
の
関
わ
り
を
類
型
化
す
る
試
み
を
行
な
い
、
千
葉

県
の
事
例
か
ら
、
漁
業
従
事
者
の
特
別
労
務
に
対
す
る
配
分
の
起
源
を
、
「
盗
み
魚
」
の
よ
う
な
「
内
密
の
得
分
」
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

示
唆
し
て
い
た
［
倉
田
一
九
九
五
（
一
九
四
三
）
二
一
五
一
‐
二
五
二
］
。
だ
が
、
そ
れ
は
本
格
的
な
検
討
に
は
至
ら
ず
、
そ
の
後
の
進
展
は
な

、
－
０

１
Ｖ
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（
７
）
内
証
と
意
味
づ
け
る
歴
史
は
明
治
時
代
に
湖
る
。
明
治
三
六
年
の
遠
洋
漁
業
奨
励
事
業
報
告
で
は
、
玉
江
浦
の
カ
ン
ダ
ラ
に
つ
い
て
「
若
者
」

は
自
分
の
漁
具
を
持
参
す
る
外
、
特
別
に
漁
具
を
製
作
し
て
そ
の
船
に
寄
付
す
る
。
そ
の
代
わ
り
、
正
月
の
決
算
時
に
水
揚
の
多
寡
に
従
っ
た

金
額
を
「
誇
頭
第
一
漁
獲
高
ョ
リ
引
去
リ
若
者
二
与
フ
」
、
こ
れ
を
「
俗
二
「
カ
ン
ダ
ラ
」
（
内
証
金
ノ
意
）
ト
称
ス
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

「
内
証
金
ノ
意
」
に
つ
い
て
は
、
「
表
乗
リ
ハ
困
難
ニ
シ
テ
且
実
際
ノ
分
配
金
ハ
親
父
ノ
為
メ
ニ
引
上
ケ
ラ
ル
ル
ヲ
以
テ
此
「
カ
ン
ダ
ラ
」
自
己

ノ
所
得
ト
ス
ル
」
と
説
明
し
て
い
る
［
農
商
務
省
水
産
局
一
九
○
三
二
六
三
‐
一
八
三
］
。
「
内
証
金
」
は
親
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
た
め

（
８
）
内
証
と
は
い
え
、
カ
ン
ダ
ラ
の
存
在
は
親
も
認
知
し
て
い
た
。
家
に
よ
っ
て
は
、
親
が
「
な
ん
ぼ
あ
っ
た
か
よ
っ
て
こ
と
は
聞
き
よ
っ
た
」

も
の
で
、
息
子
の
立
場
と
し
て
「
家
の
苦
し
み
は
分
か
る
か
ら
の
お
…
…
だ
か
ら
半
分
く
ら
い
は
出
す
」
者
も
あ
っ
た
。
こ
の
種
の
隠
匿
性
の

問
題
は
ジ
ン
メ
ル
に
よ
る
秘
密
の
考
察
を
想
起
さ
せ
る
。
ジ
ン
メ
ル
は
、
秘
密
の
社
会
学
的
な
特
性
に
つ
い
て
「
あ
る
者
の
秘
密
が
他
者
に
よ
っ

て
あ
る
程
度
ま
で
は
承
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
意
図
的
あ
る
い
は
無
意
図
的
に
隠
蔽
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
意
図
的
あ
る
い
は
無

意
図
的
に
顧
慮
さ
れ
る
」
こ
と
だ
と
述
べ
、
本
来
の
秘
密
は
、
「
隠
蔽
行
為
の
意
図
」
と
「
暴
露
の
意
図
」
と
が
対
立
す
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る

と
い
う
［
ジ
ン
メ
ル
一
九
七
九
（
一
九
○
八
百
四
○
］
。
こ
れ
が
、
秘
密
結
社
の
前
提
と
さ
れ
て
い
た
点
は
、
カ
ン
ダ
ラ
に
お
け
る
内
証
の

性
格
が
、
青
年
宿
組
織
の
成
立
に
関
し
て
持
つ
意
味
の
重
要
性
を
示
唆
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
９
）
一
九
五
六
年
「
総
会
決
議
事
項
」
に
よ
る
。
借
金
を
返
済
す
る
た
め
、
船
内
に
対
し
て
「
カ
ン
コ
ロ
や
る
か
ら
黙
っ
と
い
て
く
れ
」
と
頼
む

こ
と
も
あ
っ
た
。
カ
ン
コ
ロ
し
た
こ
と
は
、
船
内
各
人
の
配
当
額
を
間
接
的
に
聞
く
こ
と
で
、
そ
の
額
の
不
一
致
か
ら
親
に
知
ら
れ
て
し
ま
う

も
の
で
、
親
か
ら
注
意
さ
れ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
一
九
七
八
年
、
従
来
の
よ
う
に
手
渡
し
で
配
当
を
支
払
う
の
で
は
な
く
、
各
自
の

口
座
へ
直
接
お
金
が
振
り
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
金
だ
か
ら
可
能
だ
っ
た
カ
ン
コ
ロ
は
姿
を
消
し
て
い
っ
た
。
な
お
、
借
金
の
一
つ
で
あ

る
ツ
カ
イ
は
、
か
っ
て
、
サ
ン
ニ
ョ
ウ
の
際
、
オ
モ
テ
ノ
リ
か
ら
返
済
し
、
改
め
て
歩
合
の
配
当
を
受
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
返
済
は
、

「
青
年
の
費
途
を
親
元
に
判
然
さ
せ
る
」
た
め
に
［
柳
編
一
九
三
四
二
二
‐
三
］
、
親
を
経
由
す
る
よ
う
度
々
注
意
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
店

に
対
し
て
生
じ
た
借
金
の
返
済
は
、
次
期
サ
ン
ニ
ョ
ウ
で
得
ら
れ
た
カ
ン
ダ
ラ
で
賄
わ
れ
た
。
ま
た
、
問
屋
か
ら
の
借
金
も
戒
め
ら
れ
て
い
た

昭
Jb，、

ー

○

で
あ
っ
た
。

の
一
割
に
は
及
ば
な
い
が
、
一
人
前
の
取
り
分
の
約
三
～
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
分
を
占
め
る
高
額
で
あ
っ
た
（
［
中
野
一
九
九
九
“
五
○
］
を
参
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（
一
九
三
五
年
決
議
事
項
「
玉
江
浦
協
行
會
遠
洋
漁
業
南
正
二
關
ス
ル
事
項
」
「
漁
業
雨
正
格
守
二
関
ス
ル
注
意
事
項
」
に
よ
る
）
。

（
蛆
）
精
神
講
話
は
青
年
宿
で
夜
中
に
窓
や
扉
を
締
め
切
っ
て
行
な
わ
れ
、
人
通
り
が
あ
れ
ば
通
り
過
ぎ
る
ま
で
中
止
し
た
。
横
向
や
横
向
頭
は
、

該
当
者
に
弟
が
い
れ
ば
、
他
人
よ
り
先
に
弟
を
懲
ら
し
め
た
。
こ
れ
は
「
弟
も
何
も
無
い
、
青
年
宿
入
っ
た
な
ら
親
も
何
も
無
い
、
そ
れ
に
預

け
た
ん
だ
も
の
」
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
と
言
う
。
制
裁
を
受
け
た
者
は
、
翌
朝
家
に
戻
っ
た
際
、
親
か
ら
訊
ね
ら
れ
て
も
黙
っ
て
い
る

も
の
で
あ
っ
た
。
青
年
宿
は
、
こ
の
よ
う
に
親
や
家
に
対
し
て
秘
す
べ
き
側
面
を
有
し
て
い
た
。

（
Ⅱ
）
威
信
や
名
誉
を
競
う
散
財
（
消
費
）
の
あ
り
方
は
、
モ
ー
ス
が
指
摘
し
た
ポ
ト
ラ
ッ
チ
の
「
競
覇
的
性
格
」
と
無
縁
で
な
い
［
モ
ー
ス
一

九
七
三
（
一
九
六
八
）
二
三
六
‐
二
三
二
、
二
五
八
‐
三
○
一
］
。

（
ｕ
）
戦
前
に
お
い
て
結
婚
は
、
青
年
宿
を
退
宿
し
た
後
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
長
男
の
場
合
は
家
を
継
ぐ
も
の
と
さ
れ
て
い
る

が
、
次
三
男
に
つ
い
て
は
分
家
に
出
す
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
際
は
、
「
あ
の
時
代
に
こ
こ
ら
家
…
…
五
、
六
年
で
建
て
よ
っ
た
、
み
な
親
が

管
理
す
る
か
ら
」
と
い
う
よ
う
に
、
個
々
の
配
当
は
親
が
管
理
し
て
、
息
子
が
独
立
し
て
家
を
建
て
る
資
金
と
し
て
貯
蓄
し
た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
後
に
、
二
四
歳
前
後
で
も
在
宿
中
に
結
婚
す
る
者
も
い
た
。
既
婚
し
た
青
年
は
日
中
宿
に
い
る
が
、
夜
間
は
宿
泊
せ
ず
自
宅
へ
帰
る
も
の

で
あ
っ
た
。
長
男
で
あ
れ
ば
、
新
た
に
部
屋
を
あ
て
が
わ
れ
、
そ
こ
で
嫁
を
迎
え
た
生
活
を
始
め
る
。
部
屋
の
利
用
は
家
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
で

一
定
し
て
い
な
い
。
こ
の
段
階
で
両
親
が
隠
居
部
屋
に
移
る
場
合
も
あ
る
が
、
多
く
の
場
合
、
家
長
権
な
ど
大
半
の
委
譲
は
、
親
が
遠
洋
漁
業

を
引
退
す
る
頃
か
、
そ
れ
以
後
に
行
な
わ
れ
て
い
た
。
長
男
の
場
合
、
暫
く
の
期
間
、
両
親
夫
婦
の
も
と
で
生
活
が
主
導
さ
れ
る
が
、
次
三
男

の
場
合
は
、
夫
婦
家
族
の
生
活
で
あ
る
た
め
、
親
か
ら
の
独
立
度
が
高
か
っ
た
。
既
婚
後
の
生
活
は
、
長
男
か
、
次
三
男
で
あ
る
か
に
よ
り
異

な
る
の
で
あ
る
。
未
婚
の
青
年
は
、
食
事
、
風
呂
、
衣
服
そ
の
他
の
経
済
面
に
わ
た
っ
て
、
両
親
の
家
に
依
存
し
て
い
た
。
カ
ン
ダ
ラ
が
集
中

し
て
い
た
の
は
、
こ
れ
ら
未
婚
の
青
年
に
対
し
て
で
あ
っ
た
。

（
Ｂ
）
カ
ン
ダ
ラ
に
よ
る
ア
ソ
ピ
が
広
く
公
認
さ
れ
る
の
は
、
厳
島
神
社
祭
礼
（
五
月
）
に
伴
う
傾
向
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
と
関
係
づ
け
て
理
解
す

る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
祭
礼
に
は
和
船
競
漕
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
選
手
は
、
年
配
者
達
の
選
挙
に
よ
っ
て
青
年
宿
の
中
か
ら
模
範
的
な

人
物
が
選
ば
れ
た
。
選
ば
れ
る
年
齢
層
は
、
「
二
、
三
、
四
年
が
主
」
で
あ
り
、
上
で
も
横
向
ま
で
あ
っ
た
。
競
漕
を
終
え
、
表
彰
式
を
済
ま
せ

る
と
、
選
手
達
は
各
自
の
家
へ
下
駄
履
き
の
ま
ま
濡
れ
た
体
で
畳
へ
上
が
り
、
ガ
ッ
チ
ャ
ン
ガ
ッ
チ
ャ
ン
と
踏
み
鳴
ら
し
、
酒
の
接
待
を
受
け

て
騒
い
だ
。
家
で
応
じ
る
家
族
は
、
事
前
に
畳
を
上
げ
る
な
り
、
シ
ー
ト
を
引
く
な
り
し
て
対
処
し
た
が
、
嫁
入
し
た
ば
か
り
の
人
や
事
情
の
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桜
田
勝
徳ｌ

ジ
ン
メ
ル
、

参
考
文
献

倉
田
一
郎

多
仁
照
廣

タ
ー
ナ
ー
、

近
藤
和
彦

知
ら
な
い
人
は
、
あ
ま
り
に
ひ
ど
い
と
憤
慨
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
家
内
に
対
し
て
暴
力
的
な
行
為
を
無
秩
序
に
持
ち
込
む
こ
の
行
為

は
、
家
に
対
す
る
若
者
の
存
在
を
誇
示
す
る
も
の
と
し
て
「
内
証
金
」
の
背
景
を
象
徴
的
に
映
し
出
し
て
い
る
。
こ
れ
が
、
と
り
わ
け
、
青
年

の
う
ち
最
も
模
範
と
見
な
さ
れ
た
人
間
（
多
額
の
カ
ン
ダ
ラ
を
貰
う
者
と
当
然
重
複
す
る
だ
ろ
う
）
に
見
ら
れ
た
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ

う
し
た
象
徴
的
行
為
の
性
質
が
、
家
か
ら
の
分
離
の
過
程
、
す
な
わ
ち
、
通
過
儀
礼
的
な
側
面
を
色
濃
く
示
し
て
い
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

選
手
の
応
援
に
出
た
同
じ
宿
の
者
や
友
人
達
も
、
彼
ら
の
家
へ
祝
福
と
ね
ぎ
ら
い
に
駆
け
つ
け
た
が
、
こ
れ
ら
の
者
が
女
装
し
て
更
に
そ
の
騒

ぎ
を
大
き
く
し
て
い
た
こ
と
も
、
多
く
の
社
会
や
文
芸
に
見
ら
れ
る
「
象
徴
的
逆
転
（
望
日
言
言
ヨ
ぐ
の
国
○
コ
）
」
と
同
様
に
注
目
さ
れ
る
［
タ
ー

ナ
ー
一
九
七
六
（
一
九
六
九
）
二
三
五
‐
二
九
四
、
バ
ブ
コ
ッ
ク
編
一
九
八
四
（
一
九
七
八
）
］
。
こ
の
よ
う
な
ア
ソ
ピ
と
祝
祭
の
あ
り
方

は
、
社
会
史
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
リ
の
様
相
や
、
モ
ラ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
の
機
能
と
類
似
す
る
点
が
多
い
（
例
え
ば
［
近
藤
一

九
九
○
二
一
三
‐
四
、
三
一
‐
三
六
］
を
参
照
）
。

一
九
八
○
（
一
九
四
二
）
「
旧
漁
業
と
若
者
組
」
『
桜
田
勝
徳
著
作
集
』
、
二
巻
、
名
著
出
版
、
五
五
’
六
七
頁

一
九
四
三
「
漁
獲
物
の
分
配
と
年
齢
階
層
制
度
豈
水
産
界
』
、
七
三
三
、
二
‐
一
三
頁

Ｇ
（
居
安
正
訳
）
一
九
七
九
（
一
九
○
八
二
秘
密
の
社
会
差
、
世
界
思
想
社
（
ぐ
○
コ
⑦
の
。
侭
盟
日
日
巴
〕
啓
駒
ミ
逼
富
雪
討
爵
ミ
ミ
長
§

函
Ｓ
ミ
ミ
、
儲
ざ
、
ミ
⑮
苫
暑
、
『
魚
糧
尽
雰
＆
員
尋
ミ
妃
．
ロ
ロ
コ
の
穴
閏
陣
困
匡
日
匡
○
こ

一
九
八
四
『
若
者
仲
間
の
歴
史
』
、
日
本
青
年
館

Ｖ
・
Ｗ
（
冨
倉
光
雄
訳
）
一
九
七
六
（
一
九
六
九
三
儀
礼
の
過
程
」
、
思
索
社
言
ご
○
『
雪
．
弓
匡
昌
閏
ゞ
弓
言
ミ
ミ
き
ざ
尽
め
宝
忽
ミ
。
言
尽

い
“
一
ハ
）
、

一
九
三
七
「
か
ん
だ
ら
孜
豈
民
間
伝
承
』
、
一
〒
三
、
一
頁

一
九
九
五
（
一
九
四
三
）
「
漁
獲
物
の
分
配
と
そ
の
問
題
」
、
谷
川
健
一
編
『
農
山
漁
民
文
化
と
民
俗
語
（
日
本
民
俗
文
化
資
料
集
成
こ
、

一
六
、
三
一
書
房
、
二
二
八
’
二
六
○
頁

一
九
九
○
「
モ
ラ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
シ
ャ
リ
ヴ
ァ
リ
」
、
柴
田
三
千
雄
他
編
『
民
衆
文
化
」
、
岩
波
書
店
（
シ
リ
ー
ズ
世
界
史
へ
の
問

「
モ
ラ
ル
・
エ

一
七
‐
四
四
頁
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国
菖
包
ロ
ミ
予
め
ご
震
ミ
ミ
侭
シ
丘
ヨ
の
も
匡
口
○
○
・
）

中
込
睦
子
一
九
九
二
「
家
族
と
私
財
ｌ
私
財
の
諸
形
態
ｌ
」
昆
較
家
族
史
研
究
』
、
六
、
七
六
‐
八
七
頁

中
野
泰
一
九
九
八
「
年
齢
階
梯
制
に
お
け
る
差
異
化
の
シ
ス
テ
ム
と
正
当
化
ｌ
山
口
県
萩
市
玉
江
浦
の
青
年
宿
ｌ
」
、
清
水
浩
昭
他
編
罹

と
年
齢
の
人
類
学
（
高
橋
統
一
先
生
古
稀
記
念
論
文
集
こ
、
岩
田
書
院
、
四
七
‐
六
八
頁

’
一
九
九
九
「
漁
民
育
成
に
お
け
る
カ
ン
ダ
ラ
の
意
義
ｌ
玉
江
浦
の
遠
洋
漁
業
と
漁
獲
物
分
配
制
度
ｌ
」
『
日
本
民
俗
学
』
、
二
一
八

一
九
九
九
「
漁
民
室

農
商
務
省
水
産
局
一
九
○
三
『
遠
洋
漁
業
奨
励
事
業
報
告
』

バ
プ
コ
ッ
ク
、
Ｂ
・
Ａ
編
（
岩
崎
宗
治
・
井
上
兼
行
訳
）
一
九
八
四
（
一
九
七
八
三
さ
か
さ
ま
の
世
界
”
芸
術
と
社
会
に
お
け
る
象
徴
的
逆
転
」
、

岩
波
書
店
（
国
目
富
国
少
．
国
号
８
具
》
（
＆
．
）
ご
尉
馬
烏
爵
迂
、
ミ
ミ
ミ
財
さ
署
ご
言
雪
烏
ミ
ミ
ミ
邑
葺
国
薑
Ｑ
ｇ
ミ
噂
．
○
○
日
皇

岩
波
書
店
（
国
関
す
閏

ヘ
ネ
ッ
プ
（
綾
部
恒
雄
、
綾
部
裕
子
訳
）
一
九
七
七
（
一
九
○
九
二
通
過
儀
礼
』
、
弘
文
堂
夢
ｇ
ｏ
丘
ぐ
画
己
⑦
の
冒
曰
９
．
ト
鴎
亙
言
鳥
言
の
婁
穏
・

偽
言
鳥
建
の
詩
ミ
ミ
ミ
壁
、
へ
詩
の
。
亀
雨
ミ
○
ミ
、
の
．
ロ
ヶ
Ｒ
ｍ
ヨ
①
○
吋
詳
日
ロ
①
》
も
四
国
の
．
）

モ
ー
ス
、
Ｍ
（
有
地
亨
他
訳
）
一
九
七
三
（
一
九
六
八
三
社
会
学
と
人
類
学
”
Ｉ
』
、
弘
文
堂
（
三
閏
の
①
三
毎
匡
の
の
か
旨
さ
言
詩
、
ミ
ミ
ミ
ｇ
ｏ
言
計

Ｐ
の
９
勺
Ｒ
の
の
の
①
の
匡
凰
ぐ
の
門
の
詳
巴
『
の
の
ｑ
の
司
『
四
国
○
①
．
）

柳
敬
之
助
編
一
九
三
四
「
玉
江
浦
と
そ
の
青
年
宿
』
、
山
口
県
萩
町
玉
江
浦
漁
業
組
合
発
行

柳
田
国
男
一
九
六
九
（
一
九
四
六
）
「
家
閑
談
』
、
鎌
倉
書
房
（
後
、
『
定
本
柳
田
国
男
集
』
、
一
五
巻
所
収
）

（
新
潟
大
学
大
学
院
民
俗
学
）

号
、
二
五
‐
五
四
頁

己
昌
ぐ
①
『
囚
ど
も
『
の
閉
．
）
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